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(57)【要約】
【課題】泡立ち、洗浄力、仕上がりに優れ、肌の乾燥を抑制できる洗浄剤組成物及びそれ
を用いた皮膚刺激抑制方法を提供すること。
【解決手段】洗浄剤組成物は、（Ａ）シクロヘキサンジカルボン酸ビスエトキシジグリコ
ールと、（Ｂ）ポリエチレングリコール及び重合度が２以上であるプロピレングリコール
から選ばれる少なくとも１種と、（Ｃ）アニオン性界面活性剤及び両性界面活性剤から選
ばれる少なくとも１種とを含有する。（Ｃ）成分は、（Ｃ１）アニオン性界面活性剤及び
（Ｃ２）両性界面活性剤を含んでもよい。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）シクロヘキサンジカルボン酸ビスエトキシジグリコールと、（Ｂ）ポリエチレン
グリコール及び重合度が２以上であるプロピレングリコールから選ばれる少なくとも１種
と、（Ｃ）アニオン性界面活性剤及び両性界面活性剤から選ばれる少なくとも１種とを含
有することを特徴とする洗浄剤組成物。
【請求項２】
　前記（Ｃ）成分は、（Ｃ１）アニオン性界面活性剤及び（Ｃ２）両性界面活性剤を含む
ことを特徴とする請求項１に記載の洗浄剤組成物。
【請求項３】
　前記（Ａ）成分及び前記（Ｂ）成分の合計含有量に対する前記（Ａ）成分の含有量の質
量比（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｂ））が０．１～０．６の範囲内であることを特徴とする請求
項１又は２に記載の洗浄剤組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の洗浄剤組成物を用いることを特徴とする皮膚刺激
抑制方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、毛髪や皮膚の洗浄に用いられる洗浄剤組成物及びそれを用いた皮膚
刺激抑制方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、毛髪や皮膚の洗浄に用いられる洗浄剤（ヘアシャンプー、ボディソープ等）とし
ては、良好な泡立ち、高い洗浄力、良好な仕上がり等の特性を有すると共に、皮膚への刺
激を低減した洗浄剤組成物が知られている（特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－３１３５８５号公報
【特許文献２】特開２０１２－２５１１１５号公報
【特許文献３】特開２００３－７５７５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の洗浄剤組成物は、皮膚刺激性の低減効果が十分であるとはいえな
かった。また、毛髪洗浄用の洗浄剤を繰り返し使用する理美容師等の使用者の手肌の乾燥
による皮膚刺激を十分に抑制することができなかった。
【０００５】
　本発明は、かかる背景に鑑みてなされたものであり、泡立ち、洗浄力、仕上がりに優れ
、肌の乾燥を抑制できる洗浄剤組成物及びそれを用いた皮膚刺激抑制方法を提供しようと
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の態様である洗浄剤組成物は、（Ａ）シクロヘキサンジカルボン酸ビスエ
トキシジグリコールと、（Ｂ）ポリエチレングリコール及び重合度が２以上であるプロピ
レングリコールから選ばれる少なくとも１種と、（Ｃ）アニオン性界面活性剤及び両性界
面活性剤から選ばれる少なくとも１種とを含有することを特徴とする。
【０００７】
　本発明の洗浄剤組成物は、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分を含有することによ
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り、良好な泡立ち、高い洗浄力、良好な仕上がり（例えば毛髪洗浄の場合の乾燥後の指通
り等）を得ながら、肌の乾燥（例えば、肌の角層水分量の低下等）を抑制することができ
る。そして、毛髪洗浄用の洗浄剤を繰り返し使用する理美容師等の使用者の手肌の乾燥に
よる皮膚刺激を抑制することもできる。
【０００８】
　本発明の第２の態様である皮膚刺激抑制方法は、前記洗浄剤組成物を用いることを特徴
とする。
【０００９】
　本発明の皮膚刺激抑制方法は、前記洗浄剤組成物を用いることにより、洗浄剤使用者の
肌の乾燥（例えば、肌の角層水分量の低下等）を抑制し、乾燥による皮膚刺激を低減する
ことができる。そして、毛髪洗浄用の洗浄剤を繰り返し使用する理美容師等の使用者の手
肌の乾燥による皮膚刺激を抑制することもできる。
【００１０】
　このように、本発明によれば、泡立ち、洗浄力、仕上がりに優れ、肌の乾燥を抑制し、
さらには繰り返し使用時の手肌の乾燥による皮膚刺激を抑制できる洗浄剤組成物及びそれ
を用いた皮膚刺激抑制方法を提供することができる。
【００１１】
　また、前記洗浄剤組成物において、前記（Ｃ）成分は、（Ｃ１）アニオン性界面活性剤
及び（Ｃ２）両性界面活性剤を含んでいてもよい。この場合には、良好な泡立ち、高い洗
浄力（泡もち等）、良好な仕上がり（乾燥後の指通り等）といった効果を十分に得られる
。
【００１２】
　また、前記（Ａ）成分及び前記（Ｂ）成分の合計含有量に対する前記（Ａ）成分の含有
量の質量比（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｂ））が０．１～０．６の範囲内であってもよい。この
場合には、肌の乾燥を抑制する効果、さらには繰り返し使用時の手肌の乾燥による皮膚刺
激を抑制する効果を十分に得ながら、剤の安定性を高めることができる。
【００１３】
　なお、「肌の乾燥を抑制する」とは、洗浄剤組成物の使用者（洗浄者）はもちろんのこ
と、被使用者（被洗浄者）の肌の乾燥（例えば、肌の角層水分量の低下等）を抑制する効
果を含む。洗浄剤組成物の使用者には、理美容師や被使用者本人（使用者が自分自身を洗
浄する場合）等が含まれる。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の洗浄剤組成物の実施形態について、さらに詳細に説明する。
【００１５】
　［洗浄剤組成物］
　本発明の洗浄剤組成物は、（Ａ）シクロヘキサンジカルボン酸ビスエトキシジグリコー
ルと、（Ｂ）ポリエチレングリコール及び重合度が２以上であるプロピレングリコールか
ら選ばれる少なくとも１種と、（Ｃ）アニオン性界面活性剤及び両性界面活性剤から選ば
れる少なくとも１種とを含有する。
【００１６】
　（Ａ）成分は、シクロヘキサンジカルボン酸ビスエトキシジグリコールである。シクロ
ヘキサンジカルボン酸ビスエトキシジグリコールの市販品としては、例えば、Ｎｅｏｓｏ
ｌｕｅ－Ａｑｕｌｉｏ（日本精化社製）が挙げられる。
【００１７】
　（Ａ）成分の含有量は、０．２～４質量％であることが好ましく、２～４質量％である
ことがより好ましい。この場合には、高い洗浄力、良好な仕上がり（乾燥後の指通り等）
を得ながら、泡立ちを高め、肌の乾燥を抑制する効果、さらには繰り返し使用時の手肌の
乾燥による皮膚刺激を抑制する効果を高めることができる。
【００１８】
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　（Ｂ）成分は、ポリエチレングリコール及び重合度が２以上であるプロピレングリコー
ルから選ばれる少なくとも１種である。重合度が２以上であるプロピレングリコールとし
ては、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコールが挙げられる。
【００１９】
　（Ｂ）成分の含有量は、０．５～１０質量％であることが好ましく、２～１０質量％で
あることがより好ましく、８～１０質量％であることがさらに好ましい。この場合には、
良好な泡立ち、高い洗浄力、良好な仕上がり（乾燥後の指通り等）を得ながら、肌の乾燥
を抑制する効果、さらには繰り返し使用時の手肌の乾燥による皮膚刺激を抑制する効果を
高めることができる。
【００２０】
　また、毛髪洗浄後の仕上がり、特に乾燥後の指通りをさらに良くするためには、（Ｂ）
成分の含有量が０．５～８質量％であることが好ましく、１～６質量％であることがより
好ましく、２～４質量％であることがさらに好ましい。
【００２１】
　（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の合計含有量に対する（Ａ）成分の含有量の質量比（Ａ）／
（（Ａ）＋（Ｂ））は、前述した理由により、０．１～０．６の範囲内であることが好ま
しい。
【００２２】
　（Ｃ）成分は、（Ｃ１）アニオン性界面活性剤及び（Ｃ２）両性界面活性剤から選ばれ
る少なくとも１種である。（Ｃ）成分は、前述した理由により、（Ｃ１）アニオン性界面
活性剤及び（Ｃ２）両性界面活性剤の両方含んでいることが好ましい。もちろん、いずれ
か一方のみを含んでいてもよい。
【００２３】
　（Ｃ１）アニオン性界面活性剤としては、アルキルエーテル硫酸塩、アルキル硫酸塩、
アルケニルエーテル硫酸塩、アルケニル硫酸塩、オレフィンスルホン酸塩、アルカンスル
ホン酸塩、飽和又は不飽和脂肪酸塩、アルキル又はアルケニルエーテルカルボン酸塩、α
－スルホン脂肪酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸型界面活性剤、リン酸モノ又はジエステル型界
面活性剤、スルホコハク酸エステル等が挙げられる。これらの界面活性剤のアニオン基の
対イオンとしては、ナトリウムイオン、カリウムイオン、トリエタノールアミン等が挙げ
られる。アルキル硫酸塩としては、ラウリル硫酸ナトリウム等が挙げられる。
【００２４】
　（Ｃ２）両性界面活性剤としては、ココベタイン、ラウラミドプロピルベタイン、コカ
ミドプロピルベタイン、ラウロアンホ酢酸ナトリウム、ココアンホ酢酸ナトリウム、ラウ
リルベタイン（ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン）等が挙げられる。
【００２５】
　（Ｃ）成分の含有量は、５～２０質量％であることが好ましい。この場合には、肌の乾
燥を抑制する効果を維持した上で、泡立ちを良くし、洗浄力を高めることができる。
【００２６】
　洗浄剤組成物に含有されている界面活性剤の合計含有量に対する（Ｃ１）成分の含有量
の質量比は、０．３～０．９５の範囲内であることが好ましい。ここで、洗浄剤組成物に
含有されている界面活性剤には、（Ｃ１）アニオン性界面活性剤の他、（Ｃ２）両性界面
活性剤、カチオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤が含まれる。この場合には、泡立
ちと洗浄力（泡もち等）とを良好に両立させることができる。
【００２７】
　［毛髪処理剤組成物のその他の成分］
　本発明の毛髪処理剤組成物には、本発明の効果を大きく阻害しない範囲において、前述
した成分の他に、例えば、水溶性ポリマー、油性成分、多価アルコール、界面活性剤、ｐ
Ｈ調整剤、糖、増粘剤、防腐剤、キレート剤、安定剤、酸化防止剤、植物抽出物、生薬抽
出物、ビタミン、香料、紫外線吸収剤、抗菌剤等が配合されていてもよい。
【００２８】



(5) JP 2015-199684 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

　水溶性ポリマーとしては、カチオン性ポリマー、アニオン性ポリマー、非イオン性ポリ
マー、及び両性の天然又は合成ポリマーを配合することができる。このような水溶性ポリ
マーのより具体的な例としては、キサンタンガム、グアーガム、アルギン酸ナトリウム、
トラガントガム、ローカストビーンガム、エチルセルロース、メチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセル
ロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム、ヒドロキシエチルセルロースジメチル
ジアリルアンモニウムクロリド、ヒドロキシエチルセルロースヒドロキシプロピルトリメ
チルアンモニウムクロリドエーテル、カルボキシビニルポリマー、ポリアクリル酸とその
塩類、（メタ）アクリル酸アルキル共重合体等が挙げられる。
【００２９】
　油性成分としては、油脂、ロウ、高級アルコール、炭化水素、高級脂肪酸、アルキルグ
リセリルエーテル、エステル、シリコーン等が挙げられる。
【００３０】
　油脂としては、ラノリン、オリーブ油、ツバキ油、シア脂、アーモンド油、サフラワー
油、ヒマワリ油、大豆油、綿実油、ゴマ油、トウモロコシ油、ナタネ油、コメヌカ油、コ
メ胚芽油、ブドウ種子油、アボカド油、マカダミアナッツ油、ヒマシ油、ヤシ油、月見草
油等が挙げられる。
【００３１】
　ロウとしては、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、ホホバ油、ラノリン等
が挙げられる。
【００３２】
　高級アルコールとしては、セチルアルコール（セタノール）、２－ヘキシルデカノール
、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、セトステアリルアルコール、オレ
イルアルコール、アラキルアルコール、ベヘニルアルコール、２－オクチルドデカノール
、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、デシルテトラデカノール、ラノリンアル
コール等が挙げられる。
【００３３】
　炭化水素としては、パラフィン、オレフィンオリゴマー、ポリイソブテン、水添ポリイ
ソブテン、ミネラルオイル、スクワラン、ポリブテン、ポリエチレン、マイクロクリスタ
リンワックス、ワセリン等が挙げられる。
【００３４】
　高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘ
ニン酸、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、オレイン酸、ラノリン脂肪
酸等が挙げられる。
【００３５】
　アルキルグリセリルエーテルとしては、バチルアルコール、キミルアルコール、セラキ
ルアルコール、イソステアリルグリセリルエーテル等が挙げられる。
【００３６】
　エステルとしては、前記（Ａ）成分以外のエステル、例えばアジピン酸ジイソプロピル
、ミリスチン酸イソプロピル、オクタン酸セチル、イソノナン酸イソノニル、ミリスチン
酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ステアリル、ミリスチン
酸ミリスチル、ミリスチン酸イソトリデシル、パルミチン酸２－エチルへキシル、リシノ
ール酸オクチルドデシル、１０～３０の炭素数を有する脂肪酸コレステリル／ラノステリ
ル、乳酸セチル、酢酸ラノリン、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ペンタ
エリスリトール脂肪酸エステル、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、カプリン酸セ
チル、トリカプリル酸グリセリル、リンゴ酸ジイソステアリル、コハク酸ジオクチル、２
－エチルヘキサン酸セチル等が挙げられる。
【００３７】
　シリコーンとしては、ジメチルポリシロキサン（ジメチコン）、メチルフェニルポリシ
ロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、
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末端水酸基変性ジメチルポリシロキサン、６５０～１００００の平均重合度を有する高重
合シリコーン、ポリエーテル変性シリコーン（例えば、（ＰＥＧ／ＰＰＧ／ブチレン／ジ
メチコン）コポリマー）、アミノ変性シリコーン、ベタイン変性シリコーン、アルキル変
性シリコーン、アルコキシ変性シリコーン、メルカプト変性シリコーン、カルボキシ変性
シリコーン、フッ素変性シリコーン等が挙げられる。
【００３８】
　多価アルコールとしては、グリコール類、グリセリン類等が挙げられる。グリコール類
としては、前記（Ｂ）成分以外のグリコール、例えばエチレングリコール、ジエチレング
リコール、トリエチレングリコール、イソプレングリコール、１，３－ブチレングリコー
ル等が挙げられる。グリセリン類としては、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン
等が挙げられる。
【００３９】
　界面活性剤としては、前記（Ｃ１）成分のアニオン性界面活性剤、前記（Ｃ２）成分の
両性界面活性剤の他、カチオン性界面活性剤、ノニオン（非イオン）性界面活性剤を併用
することができる。
【００４０】
　カチオン性界面活性剤としては、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化セチルト
リメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化アルキルトリメチ
ルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモ
ニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロ
ピルエチルジメチルアンモニウム、ステアリルトリメチルアンモニウムサッカリン、セチ
ルトリメチルアンモニウムサッカリン、塩化メタクリロイルオキシエチルトリメチルアン
モニウム、メチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモニウム等が挙げられる。
【００４１】
　ノニオン性界面活性剤の具体例としては、エーテル型ノニオン性界面活性剤、エステル
型ノニオン性界面活性剤が挙げられる。
【００４２】
　エーテル型ノニオン性界面活性剤の具体例としては、ポリオキシエチレン（以下、ＰＯ
Ｅという。）セチルエーテル（セテス）、ＰＯＥステアリルエーテル（ステアレス）、Ｐ
ＯＥベヘニルエーテル、ＰＯＥオレイルエーテル（オレス）、ＰＯＥラウリルエーテル（
ラウレス）、ＰＯＥオクチルドデシルエーテル、ＰＯＥヘキシルデシルエーテル、ＰＯＥ
イソステアリルエーテル、ＰＯＥノニルフェニルエーテル、ＰＯＥオクチルフェニルエー
テル等が挙げられる。
【００４３】
　エステル型ノニオン性界面活性剤の具体例としては、モノオレイン酸ＰＯＥソルビタン
、モノステアリン酸ＰＯＥソルビタン、モノパルミチン酸ＰＯＥソルビタン、モノラウリ
ン酸ＰＯＥソルビタン、トリオレイン酸ＰＯＥソルビタン、モノステアリン酸ＰＯＥグリ
セリン、モノミリスチン酸ＰＯＥグリセリン、テトラオレイン酸ＰＯＥソルビット、ヘキ
サステアリン酸ＰＯＥソルビット、モノラウリン酸ＰＯＥソルビット、ＰＯＥソルビット
ミツロウ、モノオレイン酸ポリエチレングリコール、モノステアリン酸ポリエチレングリ
コール、モノラウリン酸ポリエチレングリコール、親油型モノオレイン酸グリセリン、親
油型モノステアリン酸グリセリン、自己乳化型モノステアリン酸グリセリン、モノオレイ
ン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタン、モノステア
リン酸ソルビタン、モノパルミチン酸ソルビタン、モノラウリン酸ソルビタン、ショ糖脂
肪酸エステル、モノラウリン酸デカグリセリル、モノステアリン酸デカグリセリル、モノ
オレイン酸デカグリセリル、モノミリスチン酸デカグリセリル等が挙げられる。
【００４４】
　ポリオキシアルキレン脂肪酸アミド（ポリオキシアルキレン脂肪酸アルカノールアミド
）としては、例えば、ポリオキシエチレンラウリン酸モノエタノールアミド、ポリオキシ
エチレンヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ポリオキシプロピレンミリスチン酸モノエ



(7) JP 2015-199684 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

タノールアミド等が挙げられる。
【００４５】
　ｐＨ調整剤としては、クエン酸、酒石酸、乳酸、リンゴ酸、コハク酸、フマル酸、マレ
イン酸、ピロリン酸、グルコン酸、グルクロン酸、安息香酸、２－アミノ－２－メチル－
１，３－プロパンジオール等が挙げられる。
【００４６】
　糖としては、ソルビトール、マルトース等が挙げられる。防腐剤としては、パラベン等
が挙げられる。キレート剤としては、エデト酸二ナトリウム等が挙げられる。安定剤とし
ては、フェナセチン、８－ヒドロキシキノリン、アセトアニリド、ピロリン酸ナトリウム
、バルビツール酸、尿酸、タンニン酸等が挙げられる。酸化防止剤としては、アスコルビ
ン酸、亜硫酸塩等が挙げられる。
【００４７】
　増粘剤としては、塩化ナトリウム、塩化ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアン
モニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロース、グアーヒドロキシプロピルトリモニウ
ムクロリド等が挙げられる。
【００４８】
　洗浄剤組成物の剤型は、特に限定されない。具体例として、例えば、固体状、液状、ゲ
ル状、フォーム状、クリーム状等が挙げられる。剤型が固体状である場合、添加剤として
、さらに分散剤、例えばステアリン酸金属塩、タルク、結晶セルロース、低置換度ヒドロ
キシプロピルセルロース、デキストリン、デンプン等を配合してもよい。
【００４９】
　洗浄剤組成物の用途は、生体に適用されるものであれば特に限定されず、例えば、毛髪
用の処理剤、身体用の洗浄剤（ボディソープ）、洗顔剤、ハンドソープ等として用いるこ
とができる。毛髪用の処理剤としては、例えば洗髪剤（ヘアシャンプー）、さらにはパー
マネントウエーブ処理後、毛髪脱色・脱染処理後、染毛処理後に適用される各種後処理剤
等が挙げられる。
【００５０】
　（実験例１）
　次に、いくつかの実施例及び比較例を挙げて、本発明の実施形態をさらに具体的に説明
する。本実験例は、本発明の洗浄剤組成物を洗髪剤（ヘアシャンプー）として適用し、各
評価を行ったものである。
【００５１】
　本実験例では、表１～表５に示す各成分を含有する洗浄剤組成物（実施例１～３９、比
較例１～１３）を調製した。そして、これらの洗浄剤組成物について、乾燥抑制効果、溶
解性、泡立ち、泡もち、乾燥後の指通り、安定性を評価した。
【００５２】
　なお、同表に示した各成分に対応する数値は、いずれも各成分の含有量を示し、その単
位は質量％である。また、各成分中、本発明の（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）成分（（
Ｃ１）成分）、（Ｃ２）成分）に該当するものには「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ１」、「Ｃ２」
の表記を付した。また、本発明の（Ａ）成分、（Ｂ）成分の比較用の成分には「Ａ比」、
「Ｂ比」の表記を付した。また、本発明の（Ｃ）成分の比較用の成分であってノニオン性
界面活性剤には「Ｃ比ノ」、カチオン性界面活性剤には「Ｃ比カ」の表記を付した。
【００５３】
　［乾燥抑制効果］
　実施例・比較例の各洗浄剤組成物を前腕内側部に適用後、水洗し、タオルで軽く押さえ
て水分を除去した。その６時間後に、アサヒバイオメッド社製高感度角層膜厚・水分計Ａ
ＳＡ－ＭＸを用いて角層水分量（単位：μＳ（マイクロシーメンス））を測定した。なお
、コントロールとして水を前腕内側部に適用し、タオルで軽く押させて水分を除去し、そ
の６時間後に角層水分量を測定した。
【００５４】
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　乾燥抑制効果の評価は、各実施例・比較例の角層水分量実測値とコントロールの角層水
分量実測値との差を算出し、その差が０．８未満の場合を「９」、０．８以上１．６未満
の場合を「８」、１．６以上２．４未満の場合を「７」、２．４以上３．２未満の場合を
「６」、３．２以上４．０未満の場合を「５」、４．０以上４．８未満の場合を「４」、
４．８以上５．６未満の場合を「３」、５．６以上６．５未満の場合を「２」、６．５以
上の場合を「１」とした。
【００５５】
　［溶解性］
　（Ａ）成分であるシクロヘキサンジカルボン酸ビスエトキシジグリコールの洗浄剤組成
物中での溶解性について、実施例・比較例の各洗浄剤組成物を調製後１日放置し、（Ａ）
成分の沈殿の有無を確認した。溶解性の評価は、１日放置後も沈殿が見られず、良好に溶
解している場合を「◎」、１日放置後僅かに沈殿が見られたが、ほぼ良好に溶解している
場合を「○」、１日放置後相当量の沈殿が見られ、良好に沈殿しているとはいえない場合
を「△」とした。
【００５６】
　［泡立ち］
　専門のパネラー２０人がそれぞれ、あらかじめ水洗した評価用ウィッグ（ヒト直毛）に
実施例・比較例の各洗浄剤組成物を一定量塗布し、通常の洗髪時を想定して両手指を用い
て十分に泡立てた。泡立ちの評価は、２０人のパネラーのうち、「泡立ちがよい」と評価
したパネラーの数が１７人以上の場合を「５…非常に優れる」、１３～１６人の場合を「
４…優れる」、９～１２人の場合を「３…良好」、５～８人の場合を「２…やや不良」、
４人以下の場合を「１…不良」とした。
【００５７】
　［泡もち］
　上記泡立ちの評価での評価用ウィッグにて、実施例・比較例の各洗浄剤組成物について
起泡後の消泡しにくさ、及び毛髪と指との間の泡によるクッション性が維持されるかとい
う観点から泡もちを評価した。泡もちの評価は、２０人のパネラーのうち、「洗髪中の泡
もちがよい」と評価したパネラーの数が１７人以上の場合を「５…非常に優れる」、１３
～１６人の場合を「４…優れる」、９～１２人の場合を「３…良好」、５～８人の場合を
「２…やや不良」、４人以下の場合を「１…不良」とした。
【００５８】
　［乾燥後の指通り］
　上記泡立ち及び泡もちの評価に引き続き、実施例・比較例の各洗浄剤組成物を用いて洗
髪した後の評価用ウィッグを水洗後ドライヤーを用いて十分に乾燥させた。乾燥後の評価
用ウィッグの毛髪を手指で梳き、その指通りを評価した。乾燥後の指通りの評価は、２０
人のパネラーのうち、「指通りがよい」と評価したパネラーの数が１８人以上の場合を「
７…極めて優れる」、１５～１７人の場合を「６…非常に優れる」、１２～１４人の場合
を「５…優れる」、９～１１人の場合を「４…良好」、６～８人の場合を「３…やや不良
」、３～５人の場合を「２…不良」、２人以下の場合を「１…極めて不良」とした。
【００５９】
　［安定性］
　実施例・比較例の各洗浄剤組成物を６０℃の恒温槽中で保存した。各洗浄剤組成物の状
態を目視で確認し、外観が不均一（成分が分離している状態）となるまでの期間に基づき
、次の評価基準で評価した。安定性の評価は、外観が不均一となるまでの期間が１４日以
上の場合を「◎…優れる」、７日以上１４日未満の場合を「○…良好」、７日未満の場合
を「△…不良」とした。
【００６０】
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【表１】

【００６１】
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【表２】

【００６２】
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【表３】

【００６３】
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【表４】

【００６４】
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【表５】

【００６５】
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　［評価結果］
　表１～表５に示すように、実施例１～３９の洗浄剤組成物は、比較例１～１３の洗浄剤
組成物に比べて、使用６時間後の角層水分量の減少が少なく（乾燥抑制効果の評価が「４
」以上）、乾燥抑制評価が高いことがわかる。また、溶解性、泡立ち、泡もち、乾燥後の
指通り、安定性にも優れていることがわかる。
【００６６】
　なお、本発明の洗浄剤組成物を繰り返し使用した際の手肌の乾燥抑制効果を確認するた
めに、上記評価用ウィッグを水洗→洗浄剤組成物を用いて洗髪→水洗→乾燥を１セットと
し、これを１０セット繰り返した。ここでの洗浄剤組成物は、実施例３９の洗浄剤組成物
を用いた。１０セット終了６時間後に、洗髪作業者の手の甲の角層水分量を測定したとこ
ろ、実施例３９の洗浄剤組成物には高い乾燥抑制効果が確認できた。この高い乾燥抑制効
果から、洗髪作業者（被洗髪者本人又は理美容師等）の手肌はもとより、被洗髪者の地肌
（頭皮）に対しても乾燥抑制効果が期待できる。
【００６７】
　（その他の実施形態）
　さらに、本発明のその他の実施形態として、下記の処方の身体洗浄剤（ボディソープ）
を調製した。各成分の含有量は表６に示すとおりである。
【００６８】
　下記処方例の身体洗浄剤は、乾燥抑制効果が高く、溶解性、安定性、泡立ち、泡もち、
タオルドライ後の肌の仕上がり（べたつきのなさ、しっとり感）に優れていることが確認
できた。
【００６９】
【表６】

【００７０】
　なお、本発明は、前述の実施形態、実験例等に何ら限定されるものではなく、本発明を
逸脱しない範囲において種々の態様で実施しうることはいうまでもない。
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